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固定発携帯着通話の料金水準見直し

当社では、表題通話にかかる発側への料金設定権移行に先立ち、
下記の通り自主的に料金水準を見直すことと致しました。

見直し料金について、課金単位の制約*や、現行のNTT西日本発楽天モバ
イル着の水準(3 分 60 円)も考慮しつつ、2021年5月1日から全国一律 3 
分 60 円へ引き下げ致します。
*現在の NTT 東西殿との課金(柔軟課金)では相互接続での標準仕様(TTC 標準 JJ-90.10)の
関係上、課金単位として「x 秒あたり 10 円」(10 円単位の設定）となること

なお、PHS については、上記料金水準見直しにより却って料金値上げにな
る距離・通話時間区分(次頁参照。以下「区分」)が存在するため、全区分
について1 通話あたり 10 円の料金を廃止した上で、上記値上げに該当す
る区分については料金を据え置き、その他の区分については、一律 3 分
60 円とする考えです。
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